








の資料に基づいて 清麻呂であると論証した。清麻呂 和気氏祖だけでなく、和気医道の祖と位置づけら 、神護寺の本尊、薬師如来に継ぐ聖なる者として崇められ 詩 の由来 ついて
も、黄檗山萬福寺の開山、隠元が高雄山に登った後、瑞雪の依頼により清麻呂を追薦するために作り、それを弟子の獨知（慧林）が書いた。時期は寛文年間である。 （
2） 「真人」の解釈につ




基成であることは書かれてゐる 、成立時期につい 書の作者の前南禅寺の九巌が建仁寺 相国寺にも関はってゐて、万治元年以前であらう。 （
5）三幅像の成立時期は明暦、万治、寛文の五、
六年間である。三幅像 描き方については 真人像 本尊の扱ひ、他の二像が脇侍の扱ひで 質的に区別されてゐる。 （
6）
半井瑞雪が和気医道中興 祖とされる定成を選ばず、その子の時成、孫 基成にしたのは、基成 弟から半井家本流に繋がり、基成の代が絶えたこと、それを自分の身に擬したのではな といふこと、また、同世代の肖像画 他にあったことなど よらうキーワード：
 神護寺蔵和気氏三幅対、和気清麻呂、和気時成、和気基成、半井瑞雪
　神護寺蔵「和気氏三幅対」の成立と訓釈










された。しかし、当地は低湿化のため（一説に河内国石川郡、また、山城国久世郡） 密教壇場と てふさはしくなかった。そこで、清麻呂の子、真綱らが上奏して神願寺を もともと高雄山にあった高雄寺（高雄山寺）と合併して、改めて定額寺として、天長元年（八二四） 、神護国祚真言寺とした。この寺名は、神が国の栄えを護る真言の寺といふ意味で、略して神護寺といふ。一方 も の高雄寺の創建については不明であるが、高雄山に和気氏 氏寺として建立されてゐて、清麻呂の墳墓も当寺にある。
この高雄寺に、清麻呂の子で大学頭兼式部大輔の和気広世が延暦二


























































































































と音読してゐる。しかし、これでは訓んだことにはならず、国語として解釈しにくい。 「宰」はつかさどる、をさめ の意で、主宰する、中心になって行ふことである。ただ、室鳩巣の『駿台雑話』一に「一心を治むといへど、万年を宰す に らず」と 「宰する」といふ用






















































」 でも同じで、 「を」 格で訓んでゐる。しかし、




















でゐる。この偈も空海の詩と同じく、心を 日月がいつまでも天に懸って ごとくに、あたかも心を に懸け やうにして 永遠あり続けることを言ふので る。通説の「日月 」の「を格」であれば意味をなさない。○一天真
―
一で切って、天真で熟語と考へるべきであらう。 「一天、











直ちに、即ち、そのままでと、禅的に解すべきである。隠元はこの語を愛用してゐる。禅宗で修行を段階的に踏むことなく、一瞬、一挙に悟り 開く「頓悟」 また 仏教で一般に言はれる「即身成仏」 「即心是仏」 （即心即仏）と同じ真意であらう。
これ以下の二句は、和気氏は仏家ではないので、釈迦が説法した霊
鷲山で、無生の果、即 、生死を超越した涅槃の境地 達するといふことよりも むしろ医家と 現実の生活 中で術を施し、人々に仙人の住む蓬莱山で暮らすやうな、長寿の生活を実現させ、人生を幸せに導いた を言ふのであらう。○七百年来法眼裡
―
この偈は寛文元年（一六六一）から同十三年の間










』によれば、隠元は弟子によって、 「黄檗老人」 （木庵獨照） 、 「老和尚」











た。従って、この偈の作 れたのは神護寺参拝の万治二年から 年間のうちといふことになる。隠元は書に巧み 多く 題讃や詩偈を求






」 である。熟語として 「資薦、追薦」 があり、後者は 『一遍上人語録』














とあれば、和気清麻呂を直接に指すと考へやすい。しかし、隠元が来日後、五年で神護寺を初めて訪れ、清麻呂のもとの氏を知ること ないだらう。この「真人」は和語ではなく、音よみする仏教語 とりわけ禅語である『岩波仏教語辞典』 第二版
（（
（












































この偈の右肩に押されてゐる関防印（引首印）に 臨済三十三世」とある。萬福寺では黄檗希運からでなく、臨済正宗として 義玄より法系を数へ、隠元は臨済正伝三十二世とする。ついで、二代住持（今で言へば管長）の木庵、準世代の即非、三代の慧林は隠元の跡 継ぐといふ自覚でともに三十三世を名乗った。次の「野」と 、在野 野人、野鄙の意で、こ は僧侶なので、野僧、野衲と自らを謙遜して表現した。落款は「性機之印」と「獨知」の印が二 押されてゐる。慧林（獨知）がこの書を記したの 、佛日寺 入った寛文 年か 隠元が寂する同十三年 間と推定される（延宝六年〈一六七八〉 他の寺の開山、同八年に黄檗第三代を継いだ） 。
慧林は高雄山に登り、その時の感慨の詩を残してゐる。 「高雄山真
言寺に遊ぶ」 （五言律詩、 『慧林禅師滄浪声』寛文六年）では弘法大師
















































符」は「肘後斜めに懸く奪命符」と訓み、 「肘のうしろにはななめに命取りの札をつるしている。並はずれた力量の持ち主であることを示す」 。また、前 『禅学大辞典』で、 「肘後に符を懸く」とは「護身符を身につけることから、身 安全を図ること」である。以上 二点から類推して、右の第一句 前記 通り解釈した。なほ、 『太平記』巻三十九に、 「 （光厳院の）御供の僧は、仕へて懸けし肘後の府（符のこと）に替れる一鉢を脇にかけ」とあり、や り護身用に使はれてゐたことが分る。「和気真人小影」とは主題の偈に描かれた肖像画のことであらう。隠元老師の偈を揮毫するだけでなく弟子 して師にならって作っ思はれる。 「大医院」 （優れた名医）とあるやうに、和気清麻呂 功績ではなく、医家としての和気氏を詠ん ゐる。と言っ 和気真人が和気清麻呂以外の者を指す ではない。前述の通り、隠元は明確に
「和気清麻呂真人」と記し、清麻呂でなければならない（後述） 。ここ
では、慧林が師の偈を代りに揮毫しただけでなく、自らも和気真人を景仰してゐたことが重要なことである。この真人は、その道の奥義に達した人といふ意味で、この詩では医道の極意を得て、医道を悟った人、その神妙を究め 人 いふ美称、尊称である。隠元の偈の 「賢人」と共通した意味であり、その真人の源たる人物として清麻呂を讃へてゐる。なほ注意すべき 清国から渡来し 二 は日本語を十分に解し得なかったこと、禅僧 細 く厳密に表現するのではなく、急所を押へての表現であるといふことである。〈補説一〉半井瑞雪
前述の通り、和気真人の詩偈は半井瑞雪が隠元に遠祖和気清麻呂を






、旧金堂 （毘沙門堂） 前と大師堂前とにある石燈籠にはそれぞれ 「奉













寺から奉行所宛に書き上げたものを、文化五年（一八〇八）に立原翠軒が手写したものである。この同じ明暦二年に、瑞雪が寄進した時成像に前南禅寺の僧が詩偈を作った（後述） 。従って 同年の目録には間に合はなかった であらう。
このやうに、隠元が詩偈の題詞に和気清麻呂を瑞雪の「遠祖」と表














































































、 「中 　和気清麻呂、左 　和気時成、右 　和気基成






















　弘文、縉紳を成す　児孫、千載に栄え　和気猶ほ春の如しと結ぶ。和気氏は代々、天の恵みを受け 学問を弘め 身分の高い医官となった その子孫は永久に栄え、和気氏の誉れは春のやうに生気
が漲ってゐる。医学の面は直接に触れてゐないが、隠元の用語を遣って源流に溯って、清麻呂 功績を讃へてゐる。
先に慧林（獨知）の書を寛文元年から同十三年の間と推定したが、





した筆録で、この巻二十八に享保 九年（一七三四）三月二十六日より、 「高雄山神護寺開帳霊宝 として、薬師如来、弘法大師御作組を挙げる
（（
（
。これに続いて、 「清麻呂、時成、基成画像、但土佐光信」 、 「清






















































































































定成は後鳥羽上皇 高倉天皇、皇太后の病気を治した。また、その息で本詩偈の時 、父と同じ役職に就き、後鳥羽上皇、中宮 施術して治癒した。このやうに宮中の信任が厚く、侍医として評価を得たことをこのやうに文学的に表現した であらう。次の「開講莚」は医学の講義 したといふのではなく、病状 説明や処方の仕方を説いて上奏したこ 言ってゐる あらう。〈成立〉
この書の成立の事情は題詞に詳しく記されてゐる通りである。話は







































































































































十にある 「君実之語自謂如人蔘苷草。病未甚時、可用也。則非所能及」に基づいてゐる。 「君実」は司馬光の字で 司馬光の語る言葉は人蔘や苷草のやうであ 病気がそれほど甚しくない時に用ゐられる つまり、その説くところはすぐに効果が表れるもの はなく、ゆっ りと真価が出てくるといふ とを表してゐる。○結雒陽社 　追魯國風
―
その司馬光が洛陽で開いた庭を獨楽園とい






） は 「司馬君実獨楽園」 で 「先生、















































































































姿で黒色、笏を持ち、太刀を帯び、これのみ上畳に坐る。時成像は冬の直衣姿で、笏は持たずに檜扇 前に置く。基成像は夏の直衣姿 檜扇を開いて持つ。このことから 清麻呂は最高の敬意でもっ 中心的な位置 占め格調高く描かれ、時成 基成と区別し、時 次に続くことが分る。
三幅対を並べて掛ける時は、最上位の者を真中に置き、次が向って












形から鎌倉時代 ある。ただし、装束だけで描かれた人物の時代を判定することはできない。江戸時代前期の絵師が鎌倉時代の装束 して意識して描いたかどうかで 神護寺蔵 平重盛像や源頼朝像を参
考にしたことは十分に考へられる。真人像を清麻呂に擬したといふ判断は可能である。黒色の装束や刀は三位以上であるが、医者が笏や刀を持つことは儀式の正式の衣服として有り得る。最上位の人は実際の位より高い位 して描くことが多い。三つの像は同じ絵師によるとは思へない。先に出来上ったものを手本にして、次のものを描いた であらう。三幅の場合、変化をつけて描くものである。以上 教示は拙稿の内容をより深くする上 も適切なものであった。
次に三幅対そのものを考へると、これは三幅で一対となる掛物で、





























平成三年。 「和気・半井家（本流分流関連）略系図」 『啓迪』八、京都医学史研究会、平成二年四月。 「和気（半井）氏の肖像 北陸医史』十五ノ一、北陸医史学同好会、平成六年。
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注『三教指帰 　性霊集』 （日本古典文学大系） 、岩波書店、昭和四十三年。
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（） 『普照国師語録』 （ 『新修大正大蔵経』八十二） 。
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（）中村元著『広説佛教語大辞典』 東京 籍 十三年。
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20）林屋辰三郎「高雄の史的回想」 （ 『古寺巡礼 部五 　神護寺』 、淡交社、
昭和五十一年） 。
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〈補記〉「和気氏三幅対」 の写真は 『京都の医学史』 （注
） の巻頭カラー口絵を使用した。
この転載について、神護寺、京都府医師会、思文閣出版の許可済みである。
　　　　┌─広世 　　　　　　　　　　　　　┌─定長───長成　 │ 　　　　 │
清麻呂─┼─真綱──真典──時雨……定成─┴─時成─┬─基成
　　 │ 　　│ 　　　　












Formation and Annotation of the Triad of 








Keywords:  the  triad  of  the Wake  clan  in  the  collection  of  Jingoji  Temple,Wake-no-
Kiyomaro,Wake Tokisige,Wake Motosige,Nakarai Zuisetsu
3（3
